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日南町から日本の林業発展へ

　令和元年４月、町立としては全国初となる、林業の
担い手を育成する学校「にちなん中国山地林業アカデ
ミー」（以下アカデミー）が開校しました。面積の９
割が森林という日南町の強みは、人や暮らし、産業が
「森林」に近いこと。しかし、これまで「林業のまち」
と自負しながらも十分にその強みを活かしきれていな
かった反省から、町は「森林」を中心とした地域づく
り、人づくりに挑戦することを決めました。「このア

一年でぎゅっと！
日南町で林業技術と、
その心得を学ぶ。

森をはぐくみ　人をはぐくむ

カデミーの魅力の一つは、卒業後の就職地を自由に選
べることです。林業の担い手不足は全国的な問題。日
南町だけがよくなっても、日本全体の林業が成り立た
なければ意味がないと考え、全国どこに就職してもい
いようにしています」と小

こ

菅
すが

良
よし

豪
たけ

さんは話します。そ
れでも卒業生の２割は日南町に移住するケースもある
といいます。

環境を活かした実習内容

　日南町は標高280ｍから1260ｍにあり、中国山地の
ほぼ中央にあります。実習場所は町が保有する広大な
668haの森林で、四季折々の状況に応じた実践が可能
です。日本林業のほぼすべての作業を体験できる理想
的な立地も魅力です。
　修学期間の１年でチェーンソーの扱いから重機操作
まで森林管理を体系的に学べる、濃密な実践カリキュ
ラムが組まれています。教員は主に小菅さん、森

もり

本
もと

康
やす

史
ふみ

さんほか５名。現場を知り尽くした教員が、授業か
ら進路指導まで一貫してサポートします。

左から、農学博士で教育運営科長の小菅良豪さん、豊富な現場経験を持つ林産主任の森本康史さん

にちなん中国山地林業アカデミー　 ― 日南町 ―

森林に近い町の強みを活かし、人間にしかできない仕事を次世代に引き継ぐ。
「にちなん中国山地林業アカデミー」の今を取材しました。
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　今年は、全国から集まった20代から60代までの７名
が在籍し、林業の一連の過程を学んでいます。林業は、
大きく分けて森を育てる「造林」と、育った恵を活か
す「林産」から成り立っています。造林では草刈りや
苗植え、枝打ちなどを行い、林産では木を倒して丸太
にして出荷します。
　取得できる資格は10以上あり、狩猟免許も取得でき
ます。「日南町はまだ深刻ではありませんが、鹿の食
害をどう防ぐかは林業界全体の課題です」と小菅さ
ん。技術や適切な対策の習得はもちろんのこと、森林
を守る意識も育んでいます。

命を守る技と判断力を磨く学び

　設立からの８年間で、約70名の卒業生を育成してき
たアカデミー。林業には地形や木の傾きなど、状況判
断が不可欠です。そして経験に基づく判断が求められ
る場面が多くあります。「事故だけは本当に怖い。実
は林業って大胆な人より、少し臆病なくらいの人のほ
うが向いているんじゃないかと思っています。危険を
察知したりできるので」と森本さん。かつては危険と
隣合わせの仕事でしたが、機械化の進展により効率と
安全性は格段に向上しました。とはいえリスクがゼロ
にはなりません。事故を防ぐため、現場で注意すべき
点や「命を守る」すべを丁寧に伝えたいと森本さんは
いきごみます。

人と森をつなぐ森林教育

　町では「野生を取り戻す」をテーマに若年層への森
林教育に力を入れています。その中核を担っているの

のこぎりを使って木の切り方を指導する
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がアカデミーです。小学生の宿泊研修では薪割りや
キャンプファイヤー、巣箱づくり、中学生には日野川
の源流歩き、高校生には伐採体験を提供しています。
旅行会社がコーディネートし、県外の高校から依頼が
くることもあります。「鳥取に住んでいても森に入っ
たことがない子は多い。身近に感じられるはずの自然
は言葉だけの存在になっているんじゃないかな。整備
された登山道では味わえない森林の姿を実際に体験し
てほしい。自然と向き合って森が持つ価値や役割、そ
して資源として活かす産業である林業を知る。その入
口になればと思います」と森本さん。森に親しむきっ
かけが広がることを願っています。今年５月には、鳥
取大学の学生が授業の一環として町を訪れ、アカデ
ミーで林業体験をしました。

変わる技術と、変わらない人の力

　「アカデミーの10年後は、学ぶ内容が大きく変化し
ている可能性があります。ICT化が進むと必要な技術
が一気に変わるため、教育内容も柔軟に見直していか
なければなりません。また、ブルーカラー分野では

生きものとのふれあいを楽しむ様子

にちなん中国山地
林業アカデミー

現場実習を中心に、森

林・林業の知識と技術、

安全管理を学びます。

地域の林業を担う人材

を育成する実践的な教

育機関です。
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AIではできない作業が多いため人手不足が続いてい
ます。林業も同様で、現場の多くの工程はAIでは担
えず、人間でしかできない判断や作業が残るという点
で、将来性のある仕事です」と小菅さんは語ります。
森林を育てるには人の力が欠かせません。そして産業
だけではなく、環境保護の視点からも林業が見直され
ています。森林は適切に管理し資源として活用するこ
とで、木材の供給だけではなく環境保全や災害の防止
にもつながります。
　時代に合わせてやわらかに変化しながら、林業の未
来を支える力を育みます。

にちなん中国山地林業アカデミー

〒689-5212  日野郡日南町霞729

T E L：0859-82-0830

F A X：0859-82-0832

MAIL：info@nichinan-ipc.or.jp

活動の様子等はこちらから

仕事の成果がすぐ目に見
え、森がきれいになるの
が清々しいですね。育て
た木が大きくなっていく
のを見続けられるのもい
い。山の仕事もサラリー
マンとしてはじめられま
すし。

体を動かして、外の空気
を吸いながら仕事ができ
るのがいいなと思います。
一本として同じ木はない。
状況に応じて工夫して、
狙ったところに木をどう
倒すかを考えるのも好き
です。

Contact

The Forest Is Our Office..
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＼ズバリ！林業の魅力は？／
＼ズバリ！林業の魅力は？／

＼ 生徒の声 ／

ベテラン臨時講師の見田勝彦さん

小  さん 森 本 さん

東京都出身

自然の中で働きたいと思っていま
した。今はひたすら楽しいです。
卒業後は日南町で林業をしたいと
思っています。ゆくゆくは林業の
魅力を広く伝えたいです。

東京都出身

林業は想像していたよりも頭を使
う場面が多く、思った以上に考え
ることがあると知りました。卒業
後は山口県長門市で地域おこし協
力隊として働きます。

島根県出身

以前はスポーツクラブで 30 年働
いてきました。林業にはどうして
も怖さがありました。でも今は機
械の不調に気づけたりと、だんだ
んおもしろくなってきました。
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働く車も登場する……かも !?

詳細はアカデミーまでどうぞ !!

  令和8年

11.22
●日
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み〜んなで！ 地域のこれからを考える

静岡県裾野市を拠点に、地域づくり・社会教
育の実践者として活動。月１回の「何 (なん )
にもしない合宿」や、中学生が地域の高齢者
と温かく関わるきっかけをつくる「つながる
下校路プロジェクト」等を企画・伴走。総務
省地域力創造アドバイザー等も務め、次世代
の地域自治のあり方を追究している。

小田さんから地域づくり実践のヒントをもらいながら、
地域への想いを語り合おう！

赤碕地区をぶらぶら街歩き♪ 小林さんのナビゲートで、
空き家活用の実例を学びます。

地域を耕す

要申込　申込受付中 !!

要申込　９月15日（火） 受付開始

日  

時

日  

時

会  

場

会  

場

＼いずれも参加無料！どなたでも参加 OK ！／

「日常の関係」

空き家活用の第一歩

地域の課題を、地域の魅力に変える「種」をまく。
「とっとり県民カレッジ講座（市町村連携）」を今年も開催します。

米 子 市 と 琴 浦 町 編

9月26日 土

11月7日 土

13 :00
〜16:30

13 :00
〜16:30

米子市文化ホール
イベントホール

琴浦町赤碕地区公民館
東伯郡琴浦町赤碕1547-5

米子市末広町293

2026年

2026年

講座詳細・申込みはこちらから

▲

講座詳細・申込みは当センターの

ホームページで９月初め頃にお知らせします 

▲

講 師

講 師

 いんしゅう鹿野まちづくり協議会

小田 圭介さん

小林  清さん

米 子 市 と 琴 浦 町 編

in 米 子 市

in 琴 浦 町




